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都市計画部
建設部

アトリウム
歩廊

雑用水利用

井水槽
クールピット

井戸

雑用水槽 機械室
蓄熱槽 雨水槽

自然排水可能

機械室
井水利用
高効率水冷ヒートポンプ

外
気

■井水利用型熱回収冷房システム
・井水は年間を通して高いエネルギー消費効率(COP)を安定的に発揮可能
・熱交換後の井水は雑用水へ利用
・非常時のライフライン確保として重要な役割を果たす
・井水槽・雑用水槽・蓄熱層・雨水層の水は
　災害時、防災の防火用水として活用できます。
・地中熱と外気の温度差を利用し、外気を減温させる。

■防災に強い庁舎＝柱頭免震構造の採用
・柱頭免震構法を採用することで、免震ピットが不要になる。コストを考慮しながら
 庁舎が持つべき安全安心性能を高め、LCCを長期的に増大させない事も可能。

■スマートシステム
・スマートシステムparking:電源車としての公用車parking

蓄電池 スマートシステム

太陽光パネル 太陽光パネル

視覚的潤い

屋上緑化

屋上緑化

通風ボイド

セットバック
タウン
スケープ

防災広場

駐車場

ワンストップロビー

雨水利用

▼既存駐車場レベル ▼既存駐車場レベル

緑化スペース
市民スペース
パブリックスペース
執務スペース

1階、2階：窓口部門

都市計画部
建設部
水道局
経済部
農業委員会
教育委員会

市民部
福祉部 緑の中庭

緑のボイド

ワンストップロビー
(総合受付)

3、４階：一般事務部門

駐車場(110台）

吹抜け

カフェ
(災害時の炊出し場）

市民ギャラリー
(災害対策本部）

1階へ

2階へ

人の動線
車両動線

既存駐車場(400台）

地下階：駐車場
　　　 　機械室

機械室

緑の中庭

緑のボイド

緑のボイド

公園
防災緑化広場

街路

視線

ピロティー
(災害時は内部空間にする）

本庁舎

■４つの分棟庁舎を浮かせてアプローチしやすく風通しの良い市民窓口をつくります。

市民とやさしく「つながる」環境共生庁舎を目指して

■緑あふれる周辺環境と緩やかにつながり、自然環境と共生する庁舎を目指します。

■圧迫感のない街並み景観（タウンスケープ）を作ります。

隣接するカフェ・ピロティ・災害対策本部と密接につなが
る防災緑地を設け、駐車場のスマート電源ともつながり、
市民に安心安全を提供します。

■防災拠点として北側に防災緑地広場を設けます。

南側街路に対してセットバックした庁舎がつながり、壁面
緑化を積極的に行います。圧迫感の軽減を図りつつ新しい
うるま市の顔となるタウンスケープをつくります。

中心部に風が吹き抜ける緑地をはらんだ通風ボイドを設け
周辺環境や執務棟と緩やかにつながります。自然通風によ
る熱負荷や空気の交換を行い、CO2の削減に寄与します。

来庁市民が、周辺とつながりがよく、どこからも入りやす
い、ワンストップサービスロビーをつくります。庁舎が日
射をカットし、風通しの良い憩いの場所を作ります。

■街並みを作るファサード
街路と適度な距離を取り、
セットバックしながら圧迫
感のないファサードを作り
ます。新しいうるま市の顔
となるタウンスケープを作
ります。

■既存アプローチの活用
既存のアプローチをそのま
ま最大限に使い、既存庁舎
とわかりやすく、最短経路
で連絡します。緊急車両の
近接に最適な庁舎配置とし
ます。

■既存駐車場との連続
防災緑地広場の下は新設駐車
場とし、約100台駐車可能。
既存駐車場と連続して通行可
能とし、利便性を高める。電
気自動車用充電スタンドを設
置し、スマートシステムのイ
ンターフェースを備える。

■防災緑地広場
既存庁舎・新庁舎・駐
車場・公園等のすべて
の場所に目が行き届く
場所に防災緑地広場を
設けます。

本庁舎

既存
400台
駐車場

つながり

日射カットのための大庇

風が通り抜ける緑のボイド空間

既存本庁舎との連絡通路

花ブロック
による日射カット

■ボリューム配置イメージ図

セットバックした庁舎と広場で
新しいうるまのタウンスケープをつくる

 深く大きな庇で日射をcutするイメージ

緑化花ブロック

壁面緑化イメージ

深い庇

■本庁舎地震対策：使いながら「免震化」

耐震補強工法

工事中運用
不可

運用

本庁舎
本庁舎

運用 運用

ブレース新設
振動・粉塵発生

基礎免震レトロフィット工法事例
：豊島区庁舎改修

基礎免震層

庁舎運用

滑り支承導入

緑地ボイドの緑による
気温低減効果

見通しの良いワンストップロビー

風が通り抜ける半屋外空間としての
ピロティー。
緊急時は防災拠点として利用。

防災緑地広場

風の通り抜ける
緑のボイド

風の通り抜ける入り口

公園側や緑地帯に
開けたカフェは緊急時
には炊き出し拠点として利用

本庁舎

連絡通路

分棟で圧迫感
低減

公園と連続した防災広場

緊急車両が容易に
対策本部に接続できる

地下公用車スマートシステム駐車場
とplug-inで電源接続可能

市民スペース+防災拠点

cafe

■防災緑地広場　機能イメージ図

緑地率20％以上確保

■市民と庁舎を育てていく
                 ための活動!
・イベントの開催
・シンポジウム、体験学習等
・行政ガバナンスについての
   検討

■完成に向けてみんなで
              盛り上げよう!
・工事現場を知ろう
(工事現場の視察)
・一緒につくろう
(ランドスケープなどでの参加)
・完成に向けて準備しよう
(管理運営の準備、告知、
                     イベントの準備)

■基本設計を進めよう！
・市民メンバーの募集 
・敷地調査ならびに周辺環境調査
・活用の現状と課題の整理
・市民スペースのあり方を考える
・配置計画、ゾーニングの再構築
・うるま市統合庁舎の体系及び
                     施策方針の整理

完報
成告
   イ
　 べ
　 ン
　 ト

シンポジウム
      開催

イベントの開催サポータークラブ
の設立

市民

設計
チーム

行政

う
る
ま
市
統
合
庁
舎
基
本
構
想

基本設計 実施設計 工事 運営

竣
工

着
工

開
所
式

H24(６ヶ月) H24(8ヶ月） H25 (21ヶ月） H27

■管理運営について話しあおう!
・市民スペースの活用方法を
　考えよう(基本方針の確認）
・使い方のルールを検討しよう
・実施案を見直そう
　　　　　　　　　　　専任

ファシリテーター
　　　　　　　　　　　

実報
施告
設イ
計べ
　 ン
　 ト

実報
施告
設イ
計べ
　 ン
　 ト

パブリック
コメントの募集

見通しのきく位置
　　 　に防災拠点

既存本庁舎の地震対策は、庁舎を運用しな
がら施工可能な「基礎免震レトロフィット
工法」を採用する。住民サービスが低下す
ることなく、地震対策を行え、LCCの低減
につながる。

免震レトロフィット工法

地階基礎部分のみ
ジャッキアップ後
免震層導入

壁面緑化

緑地内部の気温
低減効果

■防災に強い庁舎＝北側の緑豊かな緑地帯=防災緑地広場
緑の環境ボイドとゆるやかにつながる緑豊かな緑地帯は市民の憩いの場として、日常は
公園とゆるやかにつながる緑豊かな緑地帯は市民の憩いの場として日常は緩やかに駐車
場や公園とつながります。　緊急時には防災・災害復興拠点としても機能し、市民の安
心安全な生活をサポートします。駐車場と近接し、公用電気自動車を電源としたスマー
トシステムの利用が可能。

■街路につながるタウンスケープを作ります。
街路に面する庁舎はセットバックしながら圧迫感を
軽減しつつも、街路と緑地帯と共に並行に配置され、
市の中心部にふさわしいタウンスケープを創り上げ
ます。庁舎・緑・街路を含んだ新しいうるま市の
「顔」をつくり上げます。

緑地帯南側
街路

緑地帯

セットバック
壁面

北側
街路

庇を大きく出して日射をカット
し、熱負荷を低減する

風の通り抜ける
緑あふれるボイド

屋上緑化による熱環境
改善効果

ベランダ緑化による
日照調節効果

高さ17m以下

災害時トイレ

災害時トイレ防災訓練 防災訓練

防災緑地広場タウンスケープ


